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まず、はじめに我が国の置かれている状況について国立社会保障・人口問題研究所によれ

ば、「生産年齢人口（15～64 歳）は戦後一貫して増加を続け、平成７(1995)年の国勢調査で

は 8,726 万人に達したが、その後減少局面に入り、（中略）平成 77(2065) 年には 4,529 万

人となる」と推測している。厚生労働省は、令和 3 年（2021）7 月 9 日に第 8 期介護保険事

業計画の介護サービス見込み量等に基づき、都道府県が推計した介護職員の必要数は、現行

のままの就労状況であれば、2023 年は、2019 年度に比べ＋約 22 万人、（全体必要数：約２

３３万人）2025 年度は 2019 年度に比べ 32 万人、（全体必要数：約２４３万人）2040 年度

には 2019 年に比べ約 69 万人（約２８０万人）必要であると試算している。また高齢白書

では「全産業に占める医療・福祉の就業者の割合についても、2002 年段階では 7.5％（約 13

人に 1 人）だったものが、2021 年には 13.3％ にまで増え、就業者の約 8 人に 1 人が医療・

福祉分野で働いている」とし、２０４０年には、総就業者数の 18～20％が医療・福祉従事

者が必要であるとも推計している。人口が減りつつある中で、他方、高齢者人口は増加する

中、要介護高齢者は増加し続けている中、人口減少の流れに逆らわなければならない現状が

介護現場にある。昨年度の介護福祉士の合格者数は 66,711 名であり、介護福祉士養成施設

から福祉現場に就職した卒業生は 5,316 名 （内外国人 1,438 名）（介養協調べ）であった。  

厚生労働省は、この人口減少社会の中で、施策として、介護現場における生産性向上を掲

げ、介護ロボット等のテクノロジーを活用し、業務の改善や効率化等を進め、業務負担を軽

減し、さらに介護サービスの質の向上にも繋げていくことを打ち出すとともに、今までアウ

トカム評価があまり確立されていなかった介護保険で科学的介護情報システム（LIFE）を

活用し、介護の可視化、標準化、エビデンスの構築も目指している。上記のことにより、介

護現場の ICT の利活用もめざましく進化している。今後、介護分野をリードする中核人材

が期待されている養成校出身者の教育として、この介護分野における ICT、テクノロジーの

利活用は養成校での就学時代に基礎的な知識として必要不可欠であると考えられる。 
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介護現場におけるICT・ロボットの利活用
―介護福祉士養成校に期待すること―



はじめに
１．昨今の介護現場を取り巻く環境



出典：厚生労働省「介護現場における生産性向上について」



出典：厚生労働省「介護現場における生産性向上について」



厚生労働省

『ICT導入支援事業の概要』



出典：厚生労働省「介護現場における生産性向上について」



厚生労働省

『ICT導入支援事業の概要』



厚生労働省

『ICT導入支援事業の概要』



X世代、Y世代、Z世代
• ベビーブーム世代 1945年～1964年頃

• X世代 デジタル イミグラント（新人類世代）1965年～1980年頃

• Y世代 デジタル パイオニア（IT革命世代） 1980年代初頭から1995年前後

• Z世代 デジタル ネイティブ 1996年～2015年

育ってきた環境が違うかも？！

伝統 VS 多様性
情報源がどこか。雑誌、TV VS ネット
経済動向はどうか。バブル崩壊や就職氷河期などの
不安定な経済環境



｢自己決定｣｢自己調整｣｢相互啓発｣の教育



「もはや学校の ICT 環境は、その導入が学習に効果的であるかどうかを
議論する段階ではなく、鉛筆やノート等の文房具と同様に教育現場にお
いて不可欠なものとなっていることを強く認識する必要がある」

文部科学省 『新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）』より

『ICT教育のメリット』

•学習方法・学習内容の幅を広げることができる

•協同学習を積極的に行い、協働的な学習する事が出来る

• 情報を収集し活用する力を培うことができる

•将来に役立つITスキル・知識を身に付けることができる

ICTの利活用は善でも悪でもない。それによって恩恵を受けられることが大切

最も大切なことは情報があふれている中、取捨選択する力



介護現場のICT利活用

１．介護記録システム



ICTの効果

https://www.youtube.com/watch?v=u4dcyu6M_Fo





介護現場のICT利活用

２．科学的介護情報システム（LIFE）















介護現場のICT利活用

３．介護現場で活躍する様々なICT機器（例）



職員の9割は日本人。平均年齢26.5歳



潤生園のICT構成図



IOTによる業務効率化



デイサービスでもEスポーツ！



眠りSCAN＋眠りSCAN EYE
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実際の活躍事例（×ICT活用）

Nguyen Ti Nhu グエン ティ  トー ニュー さん
ベトナム出身

参考動画（操作スピードにご注目ください）

参考動画（慣れた手つきで操作しています）



かながわ福祉サービス振興会介護・
生活支援ロボット・ICT推進事業
HPより



かながわ福祉サービス振興会介護・
生活支援ロボット・ICT推進事業
HPより



かながわ福祉サービス振興会介護・
生活支援ロボット・ICT推進事業
HPより

https://www.youtube.com/watch?v=K5ML2FqZ3O8



みんなで作るバリアフリーマップ
WheeLog！

https://www.youtube.com/watch?v=gnemaysNRJQ
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